
 

 

 

 

 

 

 

重要な仕事には必ず原則がある 
 
5 月 21日(土)、かつて住んでいた宝珠山村(現東邦村)を、69年ぶり

に訪ねました。 
ここには小学５年、６年と、中学１年の３年間住んでいました。 

山があり川がありで、私にとっては思い出の多い地になります。 
 
中学１年生のとき、グライダーを飛ばす大会がありました。 

中学校のすぐ横には当時国鉄の大行寺駅があり、そのプラットホーム
は、中学校のグランドよりおよそ30ｍの高さがあったので、このプ
ラットホームからグライダーを飛ばすのはとても都合が良かったの
で、ここからグライダーを飛ばすのです。 
 
大会当日それぞれ思い思いに、手作りのグライダーを手にして登校

しました。小型のものもあれば、中には畳半分位あるようなとても大

きなグライダーもありました。 
 
先生の合図により、１人ずつ中学校の校庭めがけてグライダーを飛

ばすのですが、ほとんどのグライダーはまともに飛ばず、すぐ下の土
手に墜落しました。 
 
私のグライダーもそうで、校庭まで飛んだのはほんの数機だけでし

た。そのとき、なぜ思いどおりグライダーが飛ばないのか不思議に思

っていました。 
 

それから20年位経過したとき、「飛行機はなぜ飛ぶか」という題名

の本を買って読んだところ、その原因が解りました。 
それは私達生徒はもちろん、飛行機を飛ばす大会を開いた「理科の

先生」も「飛行理論」を全く知らず、「我流でグライダーを作ってい
たからです。 
 
外見からでは良いグライダーのように思えても、グライダーが飛行

するのに欠かせない、飛行の原理や原則を無視して作ったのでは、ま

ともに飛ばないのは当然です。 
 
経営にも原理原則がある 
これは経営についても、全く同じことが当てはまります。 

 
新規に経営を始める人は何年か会社に勤め、ある程度の経験を積ん

で起業しています。 
起業するときは、まず会社名をつけます。そのあとどこかのビルを

借りて、事務所を作ります。 
その中には机と椅子を数台、ロッカーを数個、それに固定電話、コ

ピー機、ＦＡＸその機械も揃えます。 
 
この事務所を見ると、外見上では経営に必要な備品が全部揃ってい

るので、売上が上がって利益も出るだろうと思えるばかりか、起業し
た本人もそう思っています。 
 

しかし起業した後、経営が順調に伸びるのはごくわずかで、ほとん
どの人は起業する前に思っていたよりも、はるかに少ない売上しか上
がりません。 
もちろん起業後、10カ月どころか４カ月もしないうちに経営を断

念する人はとても多くいます。グライダーでいえば、すぐの墜落で
す。なぜこうなるのでしょうか。 
 

それは経営をするときに欠かせない「経営の基本原則」を、イチか
らきちんと学習してないからです。 
これでは起業に失敗するのは当然です。 
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経営の基本原則の中でも、特別重要になるのが、「弱者の経営戦

略」になります。 
 
新規に起業した人は、競争条件が特別不利な「番外弱者」になるの

ですから、弱者の経営戦略については、身を入れて学習しておかなけ
ればならないのです。 
ところがどういうわけだか、大学で教えている経営学や起業につい

て書かれている本に弱者の戦略が入ってないので、こうなる人が多く

なっています。 
 
今説明したのは新規に経営を始めた人についてでしたが、業績が何

年かある社長について全く同じことが当てはまります。 
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